
グラム（暫定版）  健 指導プロ   標準的な健診・保  

（3）保健事業（保健指導）計画作成   

引票を達成するために、保健指導全体、実臥評価について具体的な計画を   
作成する三仁が望ましいL   

l）保健指導会体の計画   

「情報提供」、「動機づけ支援」、「積極白ほ援」別の具体白勺な方法、保健指導  
のための人材、支援材料、記録方法、実施場所、保健指導担当者の研修などを  
検討する。これらの状況や既存の社会資源等を総合的に判断して、アウトリー   
シンクの検討を行う。   

また、前年度までの評価（実捌犬況・効果・問題点など）を踏まえ、より効  
果白勺な内容となるようこころがけるロさらに、保健指導全体の計画にあたって   
は、毎回よりよいものを作成することをめざすロ   

2）実施体制に関する計画   

実施の計画については、健診から保健指導まで円滑に実施できるように保健  
指導の進め方、実脚本制、広報の方法等に留意して作成することが必要である。  
また、実方郎十画に合わせて予算を計上し、確定した予算にあわせ、実施計画の   
見直し、対象者の選定方法の見直しを行うロ  

①保健指導の進め方   

「情報提供」、「動機つけ支援」は健診結果の返却時にあわせて実施するな   
ど、参加者の負担を車至滅する方法を計画する0   

「動機づけ支援」、「積極的支援」については、対象者の塩剋・年代・職業   
等、社会背景を考慮し、参加しやすい時間帯や場所を設定することや対象者   
が関心を持つような方法を考慮する。  

②実施体制  

保健指導の実施に当たっては、効果・効率を考え、最適な実施体制を検討  
する。  

保健指導に関わる関係者会議を行い、支援方法の標準化、媒阻支援材料  
や記録の方法などを徹底する。  

外部講師や外部機関と連携して事業を実施するときには、事業の目的と評   
価法、対象者の状況などを十分に理解してもらうよう、事前の調整を＋分に   
行う。また、実際の参加者の情矧こついても共有化してお＜ことが重要であ  
る。  

保健指導のアウトリーシンクを行う場合は、医療保険者との役割分担、責  
任を詳細にわたって明確にしておく。   

（3）保健事業（保健指導）計画作成   

日標を達成するために、保健指導全臥実臥評価について具体的な計画   
を作成する。   

1）保湿指導全体の計画   

「情幸帽供」、「動機つけ支胤、「積極的支援」別の具体的な方法、保健指  
導のための人材、支援材料、記録方法、実施場所、保健指導担当者の研修な  
どを検討する。これらの状況や既存の社会資源等を総合白引こ判断して、アウ  
トリーシンクの検討を行う。   

また、前年度までの評価（実施状況・効果・問題点など）を踏まえ、より  
効果的な内容となるようこころがける0さらに、保健指導全体の計画にあた   
っては、毎回よりよいものを作成することをめざす。   

2）実施体制に関する計画   

実施の計画については、健診から保健指導まで円滑に実施できるように保  
健指導の進め方、実万引本制、広報の方法等に留意して作成することが必要で  
ぁる。また、実施計画に合わせて予算を計上し、確定した予算にあわせ、実   
施計画の見直し、対象者の選定方法の見直しを行う。  

①保健指導の進め方  

卜情報提供」、「動機づけ支援」は健診結果の退去口時にあわせて実施する   
なと、参加者の負担を車重滅する方法を計画する。   

「積極的支援」については、対象者の性・年代・職業等、社会背景を考   
慮し、参加しやすい時間帯や場所を設定することや対象者が関心を持つよ  
うな方法を考慮する。  

②実施体制  

保健指導の実施に当たっては、効果・効率を考え、最適な実施体制を検  
討する。  

保健指導に関わる関係者会議を行い、支援方法の標準化、媒体、支援材  
料や記録の方法などを徹底する。  

外部講師や外部機関と連携して事業を実施するときには、事業の目的と   
評価法、対象者の状況などを十分に理解してもらうよう、事前の調整を十   
分に行う。また、実際の参加者の情報について宅共有化しておくことが重  
要である。  

保健指導のアウトリーシンクを行う場合は、医療保険者との役割分担、  
責任を詳細にわたって明確にしておく。  
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③馳方法  

健診・保健指導の在り方や保健指導の目的、内容、効果等について、地   

工或住民や職員全員に十分凰処しておく。また、地域性卿が   

由チとしての意味合いも持つことを考慮して効   

果的に行う瀾こ、保健指導対象者が積極的に参加できるよう、地域・   

職域別に方法を検討する。特に被扶責苦については、周知が徹底されるよ  

うに配慮することが望ましい。  

なお、個々の対象者に対する計画については、第3編第3章に記載する   

内容を踏まえ、個別に計画を作成する。  

3）評価計画   

糖尿病等の生活習慣病の予備群に対する保健指導の効果を明確に示して   

いくためには、保健指導をPDCA（計画（Plan）⇒実施（Do）⇒評価（Check）   

⇒改善（Action））サイクルで計画から見直し・改善までのプロセスを継続   

することによって、よりよい成果をあげてい＜ことが期待できる。   

このため、評価の目的、方法、基準、時期、評価者、評価結果の活用法につ   

いて、計画の段階から明確にしておく。また、評価計画については、企画部   

門及び保健事業部門の両者で作成・共有化し、評価結果のうち、公表するも   

のを明確にしておく。   

アウトリーシンクをする場合は、委託先にも評価計画を明示する。   

③広報の方法  

健診・保健指導の在り方や保健指導の目的、内容、効果等について、地   

域住民や職員全員に十分広盟しておく。保健指導対象者が積極的に参加で  

きるよう、地域・職域別に方法を検討する。  

なお、個々の対象者に対する計画については、舅3編第3章に記載する内   

容を踏まえ、個別に計画を作成する。  

3）評価計画   

生活習慣病予備群に対する保健指導の効果を明確に示していくためには、   

保健指導をPDCA（計画（Plan）⇒実施（Do）⇒評価（Check）⇒改善  
（Action））サイクルで計画から見直L／・改善までのプロセスを継続するこ   

とによって、よりよい成果をあげていくことが期待できる。   

このため、評価の目的、方法、基準、時期、評価者、評価結果の活用法につ   

いて、計画の馴皆力、ら明確にしておく。また、評価計画については、企画   
部門及び保健事業部門の両者で作成・共有化し、評価結果のうち、公表する   

ものを明確にしておく。   

アウトリーシンクをする場合は、委託先にも評価計画を明示する。  
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（4）保健事業（保健指導）計画作成の進め方   

これまで述べてきたように、保健事業（保健指導）計画の作成においては、  

概ね次のような流れがある。   

① 各種データから集団全体の分析と個人、保健事業の単位の分析を行い、   

その集団における優先すべき健康喜冥題を明確にする。   

② ①において明らかになった健康課題を解決するために、優韓順位を考塵   

の上で、保健指導白標として達成すべき目標や数値目標を設定する。   

③ ②において設定した目標を具体的に達成するために、方法、実方臥 評価   

について計画を作成する。   

※図1の保健事業（保健指導）計画作成の進め方を参照。   

（4）保健事業（保健指導）計画作成の進め方   

これまで述べてきたように、保健事業（保健指導）計画の作成においては、  

概ね次のような流れがある。   

① 各種データから集団全体の分析と個人、保健事業の単位の分析を行い、   

その集団における優先すべき健康言累題を明確にする。   

② ①において明らかになった健康課題を解決するために、保健指導目標と   

して達成すべき目標や数値自標を設定する。   

③ ②において設定した目標を具体的に達成するために、方法、実施、評価   

について計画を作成する。   

※図1の保健事業（保健指導）計画作成の進め方を参照。  
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図1 保健事業（保健指導）計画作成の進め方  図1 保健事業（保健指導）計画作成の進め方  
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○対象者戯の把握  
・健診結果と問診による対象者階層化基準に基づく対象者数  
・性、年代などの属性   など  

0保健指導対象者数の概算  
・情報提欄  
・動機づけ支援  
・積極的支援  

○実施すべき保健指導の圭の概算   
○保健指導ごとの達成日欄の選定  

○対象者数の把握  
・健診結果と問診による対象者階層化基準に基づく対象者数  
・性、年代などの属性   など  

○保健相導対象者載の概算  
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○保健指導全体の計画  
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・人材、支援材料、実施場所  
・研修  
・社会資源の活用  
・アウトソーシングの有無   など  

○投入予算の概算、予井の獲得  
○実施計画  
・保健指導の進め方（時間、期臥回数、場所、共用など）  

・実施体制  
・広報の方法  

○評価計画  
・目的  
・方法  
・基準  
・評価の時期  
・評価者  
・評価結果の活用法   など   

○良健指導全体の計画  
・保健指導ごとの具体的な方法  
・人材、支援材料、実施場所  

・研修 ・社会資源の活用  
・アウトソーシングの有無   など  

○投入予井の概算、予算の獲得  
○実施計画  
・保健指導の進め方（時臥期間、回軌場所、費用など）  
・実施体制  
・広報の方法  

○評価計画  
・目的  
・方法  
・基準   
′評価の時期 ・評価者  

・評価結果の活用法   など  
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第3章 保健指導の実施   

（1）基本的事項  

十）樗嘩て   
卿画旨導とは、対象者の生活を基   

監出、印象者が自らの生垣習慣における言葉題に気つむ健康的昭行動変容   
∴∴三．モエ∴てや．上こここごこご・；二三こさ責ニュニニーてミこ＿三・．∴●！こ．澤持バ．・こ逗票二   
二＿三．ミニ∑ミにし＿ご「．モ℃こ丁：ニ㌔∴こ二等±し三：こニ∴ ‥こ二、‡1てH「已ご・二1ニラ 
丘如対筆者が健康的な生活を維持で   

きるよう支援することである。   

塩屋指導の効果に関する取矧ま、エビデンスとして呈手鼻されつつあるも旦  
．－⊥三．±・二・∴‾∴二、二・て三▲こ・・トニ‡・二ニミし‡：∴：こデュj二tニモ■∴jご・孝二さしさミュ÷予て＿丈√∴   
そのため、本プログラムで一郎健   
指導と望ましい保健指導について記載する巨  

細こおいて、  
、ミミ▲・ヒ：㌢．∴∴こミ三∴む三ミごこ土1己こ＿・且ニヒー．ごi∴ご三三．玉沌ニ1ジー註ユ   

史で、愚値限実施すべき要件の評価を行うとともに、有効な保健指導の要件   

窄整理していくこととする」  

また、魂摘   

細、となり、提供される保健指導にそ   
也らが反映されることが期待され亙L  

ニご．＿－！‾ニニニチビ∴こ、＿・●ニニ‡土や‾二＿ごミミL∴二三・・J＿≡ミ、‾も．㌧真二＝二」＝ご旦   

＿ 

呈⊥刃象着ことの保健指導プログラムについて   

保健指導プログラムーま、対象者の保健指導の必要性ことに「情報提供」、「動   
機づけ支援」、「積極的支援」に区分されるが、各保健指導プログラムの目標   

を明確化した上で、サービスを提供する必要がある。   
「情報提供」仁㈱争体状況を   

吉苛轍こ対する理解と関心を深め、生   
造榔、健診結果の提供にあわせて、個人の生   

活習慣やその改善に関する基本的な情報を提供することをい乏。   
J動機つけ支援」と」ま、ヌ卿   

書面旦   

抽選   

星融層指導若しく曙運動指導ノこ関する専  

．⊥こミニ∴、エて、」㌻二・こ三ごミ丁＿ユニニニ・・：三．こ‾」てユ∴三÷こ王・「ユニ・こ⊥望・ニミ⊥∴！ニーニュ   

長塩亘塾幾つけに閲す癖L   
ヒぶ 

皇行う保健指導をいうL   

第3章 保健指導の実施   

（1）基本的事項  

⊥⊥対象者ことの保健指導プログラムについて   

保健指導プログラムは、対象者の保健指導の必要性ことに「情報提供」、「動   
機づけ支援」、「積極的支援」に区分されるが、各保健指導プログラムの目標   

を明確化した上で、サービスを提供する必要がある。   

「情報提供」三」L健診結果の提供にあわせて、個人の生活習慣やその改   

善に関する基本的な情報を提供する。醐「積極的支援」   
ニい．・：こニ、こ．：写、．卓二二三：さ、・・雲三＿二・∵二。さ∴：㌧、∴？告二ごEニヒ注≡・モニ三 
摘こ支援すると   

こさ亡∴こミ∴ご、皇こごユニ三三：：ごミミ上ニLニュて立一ニー＿ごユニ三・＿   
また、崖脛指導プログラムの提供に際しては、既存の保健事業との組み合   

わせや社会資源の活用、地域又は職域で行われている健康つくりのためのポ   
ピュレーションアプローチとも関連つけていくこと力て重要である。   

さらに、働   

基軸   

国力画旨導実施者間で関係者会議を開催レ、   

卿果題や目標を共有して支援を行う。  
な臥保健指導プログラムは毎年同じ内碑、ら5年  
亘旦萱＿と七三ゝ＿＿監上こ改裂こ盟ぬることが必要て通運L  



標準的な健詮・保健指導プログラム（暫定版）   修正案  

「積極的支援」とは、対象者が自らの健康状態を自覚し、生活習慣の改善の  

ための自主白勺な取組を継続的に行うことができるようになることを目的とし  

て、医師、保健師又は管理栄養士の面接・指導のもとに行動計画を策定し、医  

師、保健師、管理栄責士又は栄養指導若しくは運動指導に関する専門的知害哉及  

び技術を有すると認められる者が生活習慣の改善のための、対象者による主体  

t  

l純な言文絹に資する適切な働きかけを相当な朋問継続して行うとともにj土塾生．   

彗三三J乱三豊ニ＿血ヒ已こ冥！裏；ニぶ豆畳まユヨ＿ニー：   

ら6力、月以上経過後【珊  

「積極的支援」の実施に関レては、瑚じてさ亭   

ご亘主意月二三二三三き員とこユニこご三三長ごエご三よ彗ぷデモ⊥二、．長屋盟二塩遵   
関が支援を行う場合には、逢巨僻 し、対   

象者の課題や目標を牢有して支援を行う必要かある。  

また、支援プログラムの提供に際しては、既存の保健事業との組み合わせや   

社会資源の活用、地域又は職域で行われている健康つ＜りのためのポピュレー   

ションアプローチとも関連つけていくことが重要である。   

なお、支援プログラムは、同じ対象者に嘩なく、   

対象者の特性轍引こ努める工   

とが必要である。   

旦⊥保健指導の実施者   

嘩健指導は、幽中心となって担うこととするL   
「覿嘩つけ支援」欄初回の面接、②対象者巧   

行動自標・支援計画の作成、③保健迄導の評価に関する業務を行う壱は、医師、  

a保健指導の実施者   

環健指導は、医師、イ呆健師、管理栄真土が中也、となって担うこととするが、   
効果的な保健指導を行うために岬定の研修を修了した   
畳か行う⊂とが望ましい。碑呆曜碍導のための丁定の   

研修を修了し、閲（日本医師会認定健康 スポーツ医など）   

ガおり、これらのものを活用す昂ことが望まし拉   

「動機づけ支援」、「積極的支援」のプログラムの中で行われる食生活・運   

動に関する造豊は、食生活・運動の専門的知識を有する者が行うことが適当   

である。また、それらの支援においては、グループワークをあわせて用いる   

ことは効果的であり、その場合は、地域内の種々の関係者の協力を得て実施  

する。  

一  、   室芸三毒薫憲室童  画   
どうか等について、今後、更に検討が必要（例孟ば、壱吾妻師の位置つけなど）。  
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環健師、閻眉  

て看吾妻師によ碑私  

姜士の配置が進むことが期待される高齢者医療確保法の施引  5  

一定の保健指導の実務経富輝ことができる。  
「動機つけ支援」欄忙  

関する対象者の支援鞋醐呆健師、管理栄黄土、  

その醐  

プくり事業蜘塵康保  

持増進のための指針に基づく脚旨導、産業嘩健指導担当者等）  
が実施する。また、それらの実践的指導においては、グループ支援をあわせて  

用いることが効果的であり、その場合は、地域内の種々の関係者の協力を得る  

ことが重要である。   

保健指導において、禁煙指導を提供する陽合には、禁煙指導にIま、禁：  

リの活用が有効であることから医師、薬剤師と連携するなど、保健指≦  の
 
 対象車の心身などを考慮し、他職種との運携を図ることが望ましい。  

なお、医師に関しては、日本医師会吉忍定健康スポーツ医等を活用することが   
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凹二血辻○宜ミご出  

面恩   

」局在画  

・対象者の生活に即した目標設定のために、職業だけで召  

との距離など職業以外の運動量なども尋ね日常の運動貞  

こ、職場と家庭  

を把握する。ま  

函酉等lこついて引巴握するL   
検査データが悪化した時期の生活を尋ねる巨   

⊥＝ 
出比況こむ．ニJTごご立江虹   

∴二旦竜ユし＿ユニニニざこニニご已三⊥主皇三豊亘出二王三三三三皇ごエ  

生活状況の中に戻って表現するL   

④気づきの促し  

鼻 
とのデメリットの理解の促し   

」建診結果からこのままではまずい、これは改善しなくてはいけないと邑  
三三三豊ニエ三二こ＿三：飽こ皇三罠ここ＝ユニこ；一   

」ヨ革生活上で問題は伺机何を変えればいいのかその場で見つけられる  

ように図る。   

二卑日実施することが難しそうな場合は、週」こ何回か実施することでもメ  

リットがあることを 

麺盟   

即如こ  

促す。   
瓦‡二」ユ＿三＿三＿≡＿三三＿三三三＿三⊥三三三三ユニ＝⊥ユニ」ヱ邑ミュ生江  

空促し、メタポリツクの病態や予後についての意識づけを行L   

…看習慣の比較   

・自分の身近な人での出来事など本人の気lこなる健康習慣や病態を伝え  

壷且＿   

」虹出払注＼．ユ、モj盟江  

面過   

● 効果的な運動の根拠の説明   

⑤教材の選定および改善   

u邑邑ユゴこ言よエ正三こ三二二三エよ三ユ旦ゴユごこ   

如しても  

うえるような教材を選定及び作成するL   

如ル等  

のエネルギー量を一緒にみな力嘩乍成す  

塁」．．   

」如こついて、何をどう  

三三三上玉：．＿⊥こニ」三上三三j∴ユら三三三三三皇三豊上二き旦三注1：三   

1重出浅丘エ鮎主立．血盟血工泣工虹   
・対象者の習慣化している組揮や青黒などからエスルギーの過剰に寄⊆＝ノ、   



かつ 人が ぎ・℡の己蓋として受け入れ いものについて文相、巽  
び乍成 る 列えば、調理法（揚げ物  一子・嗜好飲一斗（ジュー  

ス 缶コーヒー アルコール の量と工、ルギー との関係など  
を一…に ながら 活瞥鳳凰こ るぺ妻のメカニスム  脂  

月と エネルギー・素）の療との係について説日る  

・王土の生活習鳳こおける問冠への気つきがられた際には、自らがそ  
の問題点について改善が必 で と自出で るように、その笥日 に  

● ・＝■＝「 ・‾  
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標準的な健診・保健指導プログラム（暫定版）  修正案   

旦ユ「情報提供」に活用するための質問票（表3）  皇ユ「情報提供」に活用するための質問票  

捌引こ行う生活習慣にする問票は、｛2編舅3葺に記述したように  健診時に行う生活習慣に関する質問票は、「情報提供」、「動機⊇け支援」、「積  
ィ指、菖の区分を判定するために受用することに加え、「情報提供」、「動機つ  
け支「積極的支援」の保健指導を実施する際にも活用するロ  「情報提供」の内容を判断するための質問票としては、個別に食生活、運動  

「情報提供」の内容を判断するための質問票は、個別に食生活、運動習慣  
等の情報を提供するために下記11項目について質問を行う  目に挙げた15項目）か考えられる。  

例えば、問票Ⅰ日3が「○点」の対象者には、運動や活動の必要性  なお、健診時の質問票は受診者全員に行うことから、できる限り科学的根拠  
や近な運動施設の…ロ沌どを、また、質眉票項目7が「1の対象者に  
は食慣と肥満の関係健に及ぼす影響などを健診結果に情提供とし  
て載せるなど、対象者個々人の封慣を直すきっかけとなるような情報  

白供を行うこととする  

なお、健診時の質問票は受診者全員に行うことから、できる限り科学的根  
拠のある項目数に絞り、また、簡潔な表現とした。  

「三日址の容を判…る質問票  

はい いいえ  
問  項 目  

（1点） ○   

1 20歳の肺の体軍から10k以上増加している   はい  いいえ  ⊥畠  

21ロ3 以上の又く汗をかく、’。2日以  
いいえ  旦．畠  

1以上実   

3日常生活において歩行又は同等の身体活動を1日  
いいえ  旦畠  

18以上患   

4．同世代の同性とと してノ 速度が速い   はい  いいえ  旦畠  

5 たばこを吸っている   はい  いいえ  ⊥点  

6．この1 闇で体事の増減が±3k引以上あった   はい  いいえ  ⊥点  

7＿ 草食い■ドカ食い・ながら食いが多い   はい  いいえ  ⊥丘  

8 夜食や間食が多い   はい  いいえ  ⊥＿畠  

9．朝食を友 ことが い   はい  ⊥点          いいえ  

10．ほほ毎日アルコール飲料を飲、   はい  いい‾  ⊥点  

11 睡眠で休善が得ら てい   はい  いいえ  旦虚  



保健指導プログラム（暫定版）  標準的な健診  

旦ユ「動機づけ支援」「積極的支援」に必要な詳細な質問票   

「動機づけ支援」、「積極的支援」の実施に当たっては、保健指導対象者の   

生活習慣及び行動変容のステージ（準備状態）を把握し、どのような生活習   

慣の改善が必要なのかをアセスメントする必要があることから、詳細な質問   

票を実施することが望ましい。  

詳細な質問票は、対象者白身が自分の生活習慣を振り返るきっかけとする   

ほ力＼対象者の生活習慣の変化が把握できることから、生活習慣改善の評価   

にも活用できる。  

詳細な質問票の例としては、次のような項目が考えられる。  

①食生活習慣  

食事の内容、量及び間食や外食の習慣などを把握する。  

②身体活動状況  

身体活動の種類・強度・時間・回数を把握する。  

③運動習慣  

日常的に実施している運動の種類・頻度・1日当たりの実脚寺間等、  

運動習慣の有無と程度に関する情報を把握する。  

④休責・睡眠  

休真の冨又り方、睡眠時間などの状況を把握する，  

⑤飲酒状況  

飲酒量、頻度など飲酒の状況を把握する。  

⑥喫煙状況  

過去の喫煙や禁煙状況を把握する。  

⑦健康意識  

対象者の健康観を把握する。  

⑧生活習慣改善に関する行動変容のステージ（準備状態）  

生活習慣に関する行動変容のステージ（準備状態）を把握する。  

⑨過去にとった保健行動  

健康のために、過去に何か実施したことがあるか把握する。  

⑩その他  

ストレスの有無や対処方法などについて把握する。  

旦ユ「動機づけ支援」「積極的支援」に必要な詳細な質問票   

「動機づけ支援」、「積極的支援」の実矧こ当たり、保健指導対象者の生活   

習慣及び行動変容のステージ（準備状態）を把握し、どのような生活習慣の   

改善が必要なのかをアセスメントするために、詳細な質問票を実施する8   

詳細な質問票は、対象者自身が自分の生活習慣を振り返るきっかけとする   

ほか、対象者の生活習慣の変化が把握できることから、生活習慣改善の評価   

にも活用できる。   

詳細な質問票の例としては、次のような項目が考えられる。  

①食生活習慣  

食事の内容、量及び間食や外食の習慣などを把握する。  

②身体活動状況  

身体活動の種類・強度・時間・国数を把握する。  

③運動習慣  

日常的に実施している運動の種類・頻度・1日当たりの実施時闇等、  

運動習慣の有無と程度に関する情報を把握する。  

④休寅・睡眠  

休責の取り方、睡眠時間などの状況を把握する。  

⑤飲酒状況  

飲酒量、頻度など飲酒の状況を把握する。  

⑥喫煙状況  

過去の喫煙や禁煙状況を把握する。  

⑦健康意識  

対象者の主観的健康観を把握する。  

⑧生活習慣改善に関する行動変容のステージ（準備状態）  

生活習慣に関する行動変容のステージ（準備状態）を把握する（次ペ  

ージ※を参照）。  

⑨過去にとった保健行動  

健康のために、過去に何か実施したことがあるか把握する。  

⑩その他  

ストレスの有無や対処方法などについて把握する。  

t、※ 行動変容ステージとは、行動変容に対する準備段階のことで、次の5つ  

のステージに分けられる。ステージごとに支援方法を変え、ステージが改  

善していけるように支援する。  

無関心朋：6ケ月以内に行動変容に向けた行動を起こす意思がない時期  

関心朋：6ケ月以内に行動変容に向けた行動を起こす意思がある時期  

準備期：1ケ月以内に行動変容に向けた行動を起こす意思がある時期  

実行朋：明確な行勤変容が観察されるが、その持続がまだ6ケ月末満である時期  

維持朋：明確な行動変容が観察され、その期間力て6ケ月以上続いている時期   



グ ラム（暫定版）  保健指導プロ   標準的な健診  

・・※行動変容ステージとは、行動変容に対する準備段階のことで、次の5つ  
のステージに分けられる。ステージことに支援方法を変え、ステージが改  

善していけるように支援する。  

無関心朋：6ケ月以内に行動変矧こ向けた行動を起こす意思がない時期  

関心期：6ケ月以内に行動変矧こ向けた行動を起こす意思がある時期  

準備期＝1ケ月以内に行動変容に向けた行動を起こす意思がある時期  

実行期：明確な行動変容が明察されるが、その持続がまだ6ケ月末満である時期  
維持朋：明確な行勤変容が観察され、その期間が6ケ月以上続いている時期  

ヱL保健指導の際に活用する支援材軋豊里藍屋真二選陛指導事例乳   

保健指導の実施にあたっては、支援のための材料、学習教材等を整備する   
ことが必要である力＼これらは、常に最新の知見、情矧こ茎ついたものにし   
ていくことが重要であり、常に改善が必要である。   

また、支援のための材料等は、対象者に対するもののみでなく、保健指導   
を担当する者に対するものも必要となる。さらに、それぞれ支援のための材   
料等は何をめざして使用するのかということを明らかにしてわかりやす＜まと   

めていくことと、地王或の実情や職工或の状況に応じた工夫をしていくことが重  要となる。  
①アセスメントに関する支援材料  

対象者の課題の明確化のために、身体状況、生活習慣、健康に関する意   
識、家族の状況、仕事の状況等についてアセスメントを行うための材料で  
ある。  

②行動目標設定のための支援材料  

行動目標を設定し、評価をしていくための材料である。  

③知識の提供・生活習慣改善のための支援材料（学習教材）  

生活習慣病や内臓脂肪症俣群（メタポリックシンドローム）に関する知   

乱生活習慣に係る意識啓発や実際に生活習慣を改善するための異体白勺な  

方法を提供するための材料である。  

④自己実践を支援するための支援材料（特に継続的に支援するための材料）  

対象者が設定した行動削票の達成のために活用する実践状況の記録、通  

信による支援等のための材料である。   

旦L保健指導の際に活用する支援材料   

保健指導の実矧こあたっては、支援のための材料、学習教材等を整備する   
ことが必要であるが、これらは、常に最新の知見、情報に茎ついたものにし   
ていくことが重要であり、常に改善が必要である。   

また、支援のための材料等は、対象者に対するもののみでなく、保健指導   
を担当する者に対するものも必要となる○さらに、それぞれ支援のための材   
料等は伺をめさして使用するのかということを明らかにしてわかりやすくま   

とめてい＜ことと、地域の実情や職域の状況に応じたエ夫をしていくことが   

重要となる。  

①アセスメントに関する支援材料  

対象者の課題の明確化のために、身体状況、生活習慣、健康に関する意   
識、家族の状況、仕事の状況等についてアセスメントを行うための材料で  

ある。  

②行動日標設定のための支援材料  

行動目標を設定し、評価をしていくための材料である。  

③矢口識の提供・生活習慣改善のための支援材料（学習教材）  

生活習慣病や内臓脂肪症慎群（メタポリツクシンドローム）に関する知   

識、生活習慣に係る意識啓発や実際に生活習慣を改善するための具体的な  
方法を提供するための材料である。  

④自己実践を支援するための支援材料（特に継続的に支援するための材料）  

対象者が設定した行動日標の達成のために活用する実践状況の記録、通  

信による支援等のための材料である。  




